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研究成果の概要： 
 新宗教教団が成立する上で「教祖」の創出はしばしば決定的に重要であり、その契機の一つ
が教祖伝である。教祖は民衆に新しい宗教的世界を開示するが、それが可能なのは教祖を中心
とする「記憶の共同体」が存続するからであり、その意味でも「集合的物語」としての教祖伝
の意義は大きい。教祖伝において後継者がどのように描かれているかは、教祖伝に内在する政
治的力学を解明する上で重要だが、教祖伝の内容とは別に、それ自体の執筆、編纂、ならびに
刊行をめぐる経緯も、教団の政治性を克明に物語る。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,600,000 0 1,600,000 

２００７年度 700,000 210,000 910,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

  年度  

総 計 2,800,000 360,000 3,160,000 
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１．研究開始当初の背景 
 聖人伝、聖者伝、祖師伝、教祖伝などは、
世界中のさまざまな宗教において見出され
るが、それらを包含する概念としての聖伝に
対する比較宗教学的研究は、ほとんど進んで
いない。しかし、多くの宗教伝統において聖
なる人間についてのイマジネーションを喚
起し、信念を具象化し、実践を方向づけてき
た聖伝についての研究は、宗教的人間像と宗
教共同体両方の理解にとって不可欠である。 

 ある特定の人間を通して歴史に顕現する
聖なるものを記述することが聖伝を特徴づ
けるのであり、したがって聖伝は、対象とな
る「個人」を歴史的存在者として描きながら、
同時に、その「個人」を媒介としてあらわに
なる、超越的なるもの、永遠なるものを表現
している。その意味で、宗教的人物の生涯に
対する関心は、その時間的・空間的限定を―
すなわちその歴史的制約性を―超克しつつ、
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てきたのであって、その歴史はそのまま聖伝
の歴史でもある。これらの「聖なる人間」に
関する記憶は、しばしば彼らに対する帰依者
たちの救済論的切望によってそのつど再構
成されていくのであり、それゆえに聖者たち
の個々の「生」は、それぞれの社会的・文化
的・歴史的特殊性に根ざしつつも、それらを
超越していくことが可能になる。研究代表者
は、『聖伝の構造に関する宗教学的研究』
（2003 年）において、一連の聖徳太子伝を中
心に、聖伝のこのような救済論的構造を論じ
たが、今回実施した研究は、その成果をさら
に展開するものである。 
 他方、近年、宗教学に限らず、さまざまな
方面で「物語」に対する関心が高まっている。
聖伝は、それを聖伝として読み、聞く者にと
って、日常のレベルで救済の可能性を保障す
る宗教的物語として位置づけることができ
る。物語られる聖なる人間の生き様は、生の
ヴィジョンを提供するとともに、聖伝を生き
る者たちが個々の出来事を解釈する上での
注釈書にもなる。新宗教の教祖伝の場合、し
ばしばそこには教祖だけでなく、その家族も
描かれており、したがってそれらの聖伝は、
家族の「モデル」を提供したり、家族的人間
関係の指針を示したりする。その意味で、教
祖伝は多くの聖伝の中でも特殊な構造を有
しているといえよう。J. ヴァッハは、宗教
集団を、血縁・地縁などの非宗教的共同体と
重なる「合致的集団」と、特定の宗教的目的
の共有に基づく「特殊的集団」とに区分して
いるが、教祖伝には、この両者がいかにして
有機的に結びつくかを解明するための鍵が
隠されている。この問題関心は、近代家族に
内在する＜宗教＞性やいわゆる「カルト」の
＜家族＞的構造などに対する関心とも連関
しており、今後、多面的に発展させていくこ
とを念頭においている。 
 
 
２．研究の目的 
 日本における新宗教に関する研究は、主宗
教社会学の分野を中心に多くの試みがあり、
それらは『新宗教研究調査ハンドブック』（雄
山閣、１９８１年）や『新宗教事典』（弘文
堂、１９８９年）などに結実している。その
中心をなすものとして教祖研究があり、とり
わけその特性をめぐって多角的に探究され
てきている。ところが、その教祖研究におい
てもっとも重要な資料となる教祖伝につい
ての体系的かつ総合的な研究は、まったくと
いっていいほどなされていなかった。 
 教祖自身の手による自伝に関する研究で
は、たとえば荒木美智雄の「教祖の『聖伝』
と『自叙伝』」（『宗教の創造力』講談社、２
００１年、所収）が注目されるが、この研究
は金光教の教祖金光大神を事例として宗教

的自叙伝の宗教学的意味を明らかにしよう
としたものであり、また教祖伝よりもむしろ
自伝に重点をおいていた。本研究は、教祖研
究のみならず新宗教教団の研究においても
重要な資料となる教祖伝に焦点を絞り、複数
の教祖伝を比較することで新宗教教祖伝の
成立過程や構造を明らかにしようと試みる
ものであり、そこから得られる成果は、教祖
のみならず、新しい宗教教団が誕生するダイ
ナミクスの理解にも寄与するはずである。 
 かかる問題意識に沿って、本研究は、２０
０６年度から２００８年度にかけて、日本を
中心に、いわゆる新宗教の各教団における教
祖伝を蒐集し、それらの比較を通して、「教
祖」という存在の成立の契機を通時的に明ら
かにするとともに、聖伝としての教祖伝がも
つ宗教的構造を共時的に解明することを、主
たる目的として実施された。 
 その際、特に、教祖と呼ばれるようになる
人々と、その家族との関係に注目した。とい
うのも、血縁的家族関係を否定したイエスや
文字通り「出家」したゴータマなどと異なり、
日本の新宗教の創始者たちは、しばしば家族
との関係を保持したままで教祖となってい
くのであり、このプロセスにおける教祖と家
族との緊張関係とその宗教的昇華は、新宗教
のみならず、日本における宗教共同体のあり
様全体にかかわって、重要な示唆を与えるも
のであると考えられたからである。 
 他方、新宗教の教祖伝を総合的に視野に入
れることで、これまでの教祖研究・新宗教研
究がもっぱら個別性を軸に展開してきた状
況に新しい視点を導入するとともに、太子伝
や往生伝、祖師伝など日本における聖伝の諸
伝統との連続性と非連続性を明確にするこ
とで、日本宗教史における聖伝という宗教的
ジャンルの統合的理解にも寄与することを
めざした。 
 
 
３．研究の方法 
 研究の初年度はまず、教祖伝が教団におい
てとくに重要な意味をもつと見られる諸新
宗教教団を訪問し、教祖伝を中心にした教団
活動の調査および資料の収集を実施した。実
際に訪問した教団は、円応教、金光教、真如
苑、生長の家、世界救世教、肥州高野山、中
山身語正宗、善隣教、天理教、ＰＬ教団、立
正佼成会、孝道教団、解脱会である。また、
これ以外に、大本、黒住教、松緑神道大和山、
天照皇大神宮教、霊友会などの資料を入手し
た。 
 平行して、仏伝やイエス伝など聖伝に関す
る研究文献を中心に国内外から広く資料を
蒐集し、新宗教の教祖伝との比較を行った。
また、収集された新宗教教祖伝の類型論的考
察にも取り組んだ。 



 
 本研究の基本的な方法論的枠組みは、人類
の宗教体験とその表現の宗教的意味をさま
ざまな宗教的データの統合的理解によって
解明しようとする、宗教学のそれである。も
ちろん、新宗教の教祖伝は、宗教現象である
と同時に、歴史的、社会的、心理的、文化的
現象でもある（さらに付け加えるならば、政
治的、経済的現象でもある）。したがって、
教祖伝の意味を統合的に理解しようとする
試みは、社会学をはじめ、心理学、歴史学、
文学、さらに仏教学、キリスト教学、民俗学
などの成果を可能な限り参照する。しかし、
教祖伝の本質はあくまでもそれが宗教現象
として扱われる限りにおいてもっとも鮮明
になるのであって、その意味で教祖伝という
現象は宗教現象以外のものに還元されては
ならない。 
 教祖伝は教祖の伝記であるが、その対象で
ある人物の聖性を前提としており、またしば
しばその聖性の啓示として書かれるのであ
って、その限りにおいてそれは単なる伝記と
異なり、聖なる伝記である。したがって教祖
伝は一般に、「教祖」を歴史的存在者として
描きながら同時に、その「教祖」を媒介とし
て歴史の中に顕現される超越的なるもの、永
遠なるものが表現され、また解釈される。そ
こには、教祖伝のみならず聖伝一般を特徴づ
ける、「神話＝歴史的」（mytho-historical）
な叙述のスタイルが見出される。 
 いずれの教祖伝も印象的なエピソードに
満ちているが、それらの出来事のシンボリッ
クな意味の理解は、それら全体を整合的かつ
統合的に理解させる聖伝の構想力にかかっ
ている。その全体的理解の枠組みを提供する
のが、教祖の「人生」である。かかる見地か
らすれば、イエスやブッダや聖徳太子の生涯
と並んで各教祖の生涯は、そこにおいて多く
の宗教的象徴が有機的に結びついて一つの
宗教的コスモスを形成する「範例」（パラダ
イム）であり、また「歴史的原型」（ヒスト
リカル・プロトタイプ）である。新宗教の教
祖伝の研究がとくに意義深いのは、教祖の
「人生」がこのような構想力を支えている一
方で、教団の信仰的営みが教祖伝の制作を通
じてそのような「教祖」を新たに生み出して
いくことである。その点で、教祖と教団は相
互依存的である。教祖伝の研究はかかるダイ
ナミズムを明らかにすることを目指してい
る。 
 歴史的人物を神格化する傾向が伝統的に
日本宗教に強く見られることは、堀一郎（人
－神信仰）や宮田登（生き神信仰および霊神
信仰）、中村元（指導者崇拝）などによって
指摘されてきたが、聖なる人間の神格化は日
本に限らず多くの宗教伝統に共通の現象で
ある。重要なのは、歴史的に限定された特定

の人物の「生」を通して社会全体、歴史全体、
そして宇宙全体が聖化される宗教的構造の
解明であり、教祖伝の分析はそのもっとも中
心的かつ根源的な課題を構成する。 
 
４．研究成果 
 教祖となる人々に一般的に見られるパタ
ーンでは、疾病や家族との葛藤など孤独な苦
悩の中で宗教体験をし、それによって獲得し
たカリスマ性を発揮することによって、自ら
の使命を自覚し、人々の救済に専念するよう
になる。教祖から直接教えを受け救われた
人々は、教祖を中心に信仰共同体を形成する。
教祖の死によってその共同体は最大の危機
に瀕するが、すぐに消滅してしまうわけでは
ない。共同体が存続し続けるかどうかは、実
は、教祖を直接知らない信仰の第二・第三世
代に教祖への求心性をうまく継承できるか
どうかにかかっている。そのために教団とし
ての取り組みが不可欠となる。 
 その取り組みは、大きく二つの方向をとる。
一つは、教祖の卓越性・超越性を強調するこ
とによって救済者としての教祖像を打ち出
す「教祖の神格化」の方向であり、もう一つ
は、さまざまな不幸の中で救いの道を求め続
けた求道者としての教祖像を描き出す「教祖
の人間化」の方向である。神格化された教祖
は崇拝の対象となり、人間化された教祖は救
いの範例（モデル）となるが、新宗教教団は
この両者が矛盾なく共存する教祖像を生み
出すことで信仰共同体としての存続を図ろ
うとする。そこにおいて教祖伝は決定的に重
要な意味をもってくるのである。 
 かかる予備的考察から、研究の初年度は金
光教を事例として、太平洋戦争終戦までの時
期を中心に、その教祖伝群の歴史的背景を追
うと同時に、個々の教祖伝の内容に反映され
た信仰の在り方について考察を加えた。 
 
 新しい宗教運動の創始者達の宗教的世界
が広く民衆の支持を集めるのは、主に、彼ら
／彼女らの、民衆の生活に即した平易な言葉
による教説と、直接的な救済のわざによるも
のであるが、創始者達がこの世を去った後も
その宗教運動が民衆によって担われ続ける
ためには、「教祖」の創出がしばしば決定的
に重要となる。その契機の一つが教祖伝であ
る。教祖は民衆に新しい宗教的世界を開示す
る一方で、それが可能であるのは民衆の間に
教祖を中心とする「記憶の共同体」が存続す
る限りにおいてであると言える。その意味で
も「集合的物語」としての教祖伝の意義は決
して小さくない。 
 教祖の死によってもたらされる共同体の
危機は、しばしば後継者の問題を惹起する。
宗教的権威ないしカリスマの委譲の問題で
ある。教祖伝において後継者がどのように描



かれているかは、教祖伝に内在する政治的力
学を解明する上で、興味深い問いである。ま
た、教祖伝の内容とは別に、それ自体の執筆、
編纂、ならびに刊行をめぐる経緯も、教団の
政治性を克明に物語る。天理教や金光教など
歴史上多くの教祖伝を有する教団において
は、これらの教祖伝群の誕生のいきさつは、
信仰のダイナミズムを考える上でも看過で
きない。 
 教祖が自らの宗教体験を理解するために
自叙伝を書くとすれば、教祖伝はその理解を
少しでも共有したいという志向性に導かれ
ている。教祖の宗教体験は本人以外には理解
不可能であるが、野家啓一の論理を借りれば、
理解不可能なものも「人間の生活の中の特定
の主題への連関」の中に置かれることで受容
可能なものとなる。この「連関」を形作るこ
とこそ物語の根源的機能であり、教祖伝が単
なる教祖個人の物語でなく、そこに家族や直
信を含め、さまざまな人物が描かれている物
語であるからこそ、教祖の宗教的世界は民衆
にとって受容可能なものへと転化する。その
背後に超越論的なプロットを読み込むこと
を可能にするのが聖伝の宗教的構造である。 
 
 以上のような成果に加え、本研究の 2 年目
には日本宗教学会において「『民衆宗教』の
最前線」というテーマでパネルを組んだが、
そこでの議論は本科研にとっても大いに刺
激となり、その成果の一部は本科研報告書に
盛り込まれた。そのときのパネラーで本科研
研究協力者の永岡崇は、教団ないし信仰者の
描く教祖像と、信仰をもたない研究者の描く
それとを、対比させつつ、その両者が、緊張
を孕みつつも、教祖をめぐる「読みの共同体」
として相互に影響を及ぼしあう過程を分析
し、教祖像の構築における「協働」のダイナ
ミズムの一端を明らかにしてみせた。同じく
中西尋子は、日本ではもっぱら「カルト」視
されることの多い統一教会を取り上げ、教祖
文鮮明に関する伝記的物語が信仰の強化に
いかに貢献しているかを分析した。また、同
じく福嶋信吉は、教祖伝を含む聖伝というよ
り広い地平に立って、天理教のある教会の創
設者の伝記に着目し、その解釈を通して、教
祖伝と教会創設者の伝記との間の相補的関
係の重要性を示唆してくれた。 
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